
 

 

   

2026 年 8 月 3 日 

令和 8 年熊本地震について（第 2 報） 

岩谷産業株式会社（本社：大阪・東京、社長：間島寬、資本金：350 億円）は、2026 年 7 月  

28 日に発生しました令和 8 年熊本地震について、第 2 報を以下の通りお知らせいたします。 

 

【被害状況】 

熊本市内にあります、熊本 LPG センターは既報のとおり、7 月 30 日より稼働を再開していま

す。一部設備に破損が見られた熊本ガスセンターは、補修と詳細点検を完了させ、安全が確認

されたことから、8 月 3 日より稼働を再開しました。 

 

【マルヰガス災害救援隊の出動について】 

7 月 31 日より、九州地区の他、近畿、中国、四国から延べ 200 名のマルヰガス災害救援隊※1

を順次出動させ、お客さまの被災状況等の調査や LP ガス設備の初期点検を進めております。 

  

※1 マルヰガス災害救援隊は 1995 年の阪神・淡路大震災を契機に   

全国の地域ごとに組織された当社の LP ガス販売店による災害 

復旧部隊で災害時に出動し LP ガスを速やかに復旧させること 

を目的としています。登録隊員数は約 3,600 名、これまで 

33 事例に対し出動しています。 

 

【被災地への救援物資のお届けについて】 

既報のとおり、救援物資の第 1 便として、熊本市内の当社拠点にカセットこんろ、カセットボ

ンベ、富士の湧水（常備水パックおよびペットボトル）を納品しておりますが、既に要請があ

った 3 市については、「サウジアラムコ・岩谷産業 緊急災害時 LP ガス支援基金※2」も活用し

ながら順次お届けします。 

※2 当社とサウジアラビアの総合エネルギー・化学企業サウジアラムコは、大規模な自然災害の 

被災地に、支援物資としてカセットこんろ・ボンベなどを無償提供する「サウジアラムコ- 

岩谷産業 緊急災害時 LP ガス支援基金」を 2009 年に設立しており、東日本大震災や平成 

28 年熊本地震、令和 6 年能登地震など、これまで計 9 回発動しています。 

 

 


